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２
月
度
議
員
懇
談
会
を
２
月
１
日
午
前

11
時
か
ら
福
井
商
工
会
議
所
ビ
ル
地
下
国

際
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
川
田
会
頭
は
「
現
在
、

国
内
で
は
人
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
い

る
。
福
井
県
は
有
効
求
人
倍
率
が
東
京

と
１
、
２
位
を
争

う
高
い
地
域
だ

が
、
企
業
経
営
の

視
点
か
ら
は
決
し

て
良
い
こ
と
ば
か

り
で
は
な
い
。
昨

年
12
月
の
調
査
で

は
、
１
・
96
倍
と

東
京
・
広
島
に
次

ぐ
３
番
目
に
順
位

を
下
げ
て
お
り
、

前
月
よ
り
若
干
改

善
し
た
が
、
ま
だ

ま
だ
人
材
確
保
に

課
題
が
残
る
。
ま

た
、
世
界
的
に
景

気
が
拡
大
す
る
一

方
で
、
イ
タ
リ
ア

な
ど
で
蔓
延
る
不

良
債
権
問
題
や
、

中
国
の
シ
ャ
ド
ー
バ
ン
キ
ン
グ
な
ど
、
景

気
悪
化
に
つ
な
が
る
リ
ス
ク
が
存
在
す

る
。
い
つ
ま
で
現
在
の
景
気
が
続
く
か
に

つ
い
て
は
注
意
が
必
要
だ
」
と
述
べ
た
。

　

次
に
、
西
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
福
井
支
店

の
笹
田
修
司
支
店
長
代
理
よ
り
、
北
陸
新

幹
線
が
も
た
ら
し
た
影
響
と
福
井
の
観
光

産
業
が
進
め
て
い
る
取
り
組
み
を
テ
ー
マ

に
卓
話
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
ず
、
北
陸
新
幹
線
の
金
沢
開
業
が
も

た
ら
し
た
影
響
に
つ
い
て
、
笹
田
氏
は

「
北
陸
新
幹
線
の
開
通
後
、
金
沢
と
富
山

の
観
光
客
入
込
数
は
上
昇
し
て
い
る
。
し

か
し
、
富
山
の
宿
泊
者
数
は
変
わ
っ
て
お

ら
ず
、
北
陸
新
幹
線
開
通
の
メ
リ
ッ
ト
が

表
れ
て
い
な
い
」
と
解
説
し
た
。

　

続
い
て
、
福
井
県
の
観
光
の
現
状
に
つ

い
て
言
及
し
、
「
『
じ
ゃ
ら
ん
宿
泊
旅
行

調
査
２
０
１
６
』
に
よ
れ
ば
、
福
井
県

は
北
陸
三
県
の
中
で
観
光
客
の
満
足
度
が

最
も
低
い
。
こ
の
ま
ま
観
光
客
が
増
え
て

も
、
不
満
を
抱
く
観
光
客
が
増
え
る
一
方

と
な
る
。
ま
ず
は
福
井
に
訪
れ
る
観
光
客

の
満
足
度
向
上
が
急
務
だ
」
と
説
明
し

た
。
観
光
客
の
満
足
度
向
上
の
た
め
に
、

笹
田
氏
は
「
地
元
な
ら
で
は
の
食
」
や

「
魅
力
的
な
特
産
品
・
土
産
物
」
な
ど
に

力
を
入
れ
る
べ
き
だ
と
助
言
し
た
。
ま

た
、
国
内
の
観
光
客
は
全
体
的
に
減
少
傾

向
に
あ
る
一
方
で
、
外
国
人
観
光
客
の
数

は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

対
策
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
指
摘
し
た
。

　

最
後
に
、
各
課
よ
り
開
催
予
定
の
セ
ミ

ナ
ー
や
視
察
会
、
会
員
交
流
会
な
ど
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

2
月
度
議
員
懇
談
会

北
陸
新
幹
線
開
業
を
見
据
え
た
福
井
の
観
光
戦
略
に
つ
い
て
学
ぶ

2
1

データを元に、福井の観光の弱点を解説する笹田氏


